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１、プロサッカーリーグの誕生

  日本サッカーはメキシコオリンピックの時、銅メダルに輝くという快挙を成し遂げたが、それ

以降も、野球人気に圧倒されサッカー人気は低迷を続けていた。そんな状況を打破しようと日本

サッカー協会は、長年の夢であった日本プロサッカーリーグを１９９３年５月１５日に発足させ

た。プロリーグが発足してブームが起こったことに加えて、折からの不況で地域にとって景気の

いい話を他に思いつかないことも手伝ってプロリーグはサッカーファンのみならず、中央省庁や

地方自治体の地域振興関係者の注目も集めるようになった。そのブームは各関係者の期待を大き

く上回り、異常なまでの発展を遂げていった。チケットは飛ぶように売れ、グッズは売り切れ、

テレビのサッカー中継の視聴率は大きく跳ね上がった。そして、もともとサッカー好きの多い清

水市、浦和市などではごく自然にサッカークラブが地域と密着したものになっていた。

２、プロリーグの衰退と現状   

 プロサッカーリーグは開幕初年度は大きな発展と共に多様な経済効果を各方面に与えていった

にもかかわらず、初年度以降は衰退する一方であった。初年度は２万人以上だった平均入場者数

も現在では５千人ほど迄落ち込んでいる。ゴールデンタイムでは２０％以上あった視聴率も今で

は１０％以下にとどまり、多くの放送局では中継すらしていない。経営不振によりスポンサーに

も見放され、クラブの存続危機まで追いやられているチームもある。では、なぜ、こんなにも極

端に衰退してしまったのだろうか。一つの理由として、初年度の極端すぎるブームにあると思わ

れる。日本リーグ時代は見向きもされなかったサッカーがプロリーグができたとたんに急発展す

るのもおかしな話である。ブームにおぼれて、クラブの経営方針や基盤となるユースやジュニア

ユースなどの下部組織のチームを作っていこうとしなかったことにも問題はあると思う。つまり、

目先の利益ばかりにこだわり、将来を見据えた計画を立てていなかったことが失敗の最大の原因

になっている。

３、鹿島町の発展計画

  プロサッカーリーグが開幕した初年度１０チームの中で一番最後にリーグ参加を認められ、ほ

とんどゼロからのスタートだったにも関わらず、初年度のファーストステージで見事優勝をおさ

めた鹿島アントラーズと鹿島町について書いてみたいと思う。鹿島町は人口４万６千人、面積約
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５９平方キロメートルの臨海工業都市である。工業地帯の開発によって、鹿島地域は経済面では

大きな発展は見せたものの、生活環境面、特に都市機能を持った魅力ある地域としては十分とは

言えない状況にあった。つまり、工場と田んぼしかないようなところなので若者が一生を通じて

その場所ですごそうと思えるような場所ではなかった。過疎化が進み地方自治体は頭を痛めてい

た。工業地域の企業の方でも、若い働き手をどうにかして確保していこうとしていた。そこでＪ

リーグに白羽の矢がたったのだ。プロサッカーチームとそのホームスタジアムをつくり、そこで

ｊリーグの試合を行えば、ゲームを見るために鹿島町の若者はおろかそれ以外の地域からも若者

が訪れるだろう。しかしＪリーグが始まる前から、そんな成果が得られるかどうかはわかるはず

がなかった。そんな状況の中で鹿島工業地域の主要な企業である住友金属が行動を起こし始めた。

住友金属といえば現在の鹿島アントラーズのメインスポンサーである。つまり、鹿島町を工業一

色に染めてしまった張本人である住友金属が自ら、街のイメージを改善しようと動き始めたので

ある。

４、鹿島アントラーズの誕生

  住友金属がプロサッカーチームを作ろうと動き出したわけだが、様々な問題が待ち構えていた。

まずはじめに、住友金属のサッカー部は非常に弱いチームだった。Ｊリーグの前身である日本リ

ーグでも常に２部で、１部の名門サッカーチームを中心に戦われるＪリーグで勝てるはずがなか

ったのである。そこでチームのフロントは元ブラジル代表のジーコなどを海外から多額の契約金

で獲得したのである。次にスタジアムはサッカー専用か陸上などでも使える多目的のものにする

か議論されたが、国内にはないサッカー専用スタジアムでの臨場感あるれるゲームを楽しんでも

らおうということで、日本初の陸上用トラックのない屋根付きサッカー専用スタジアムが建設さ

れることになった。そして、それらの計画を運営していくための費用をチームの母体である住友

金属以外にもトステムなどの有力企業がスポンサーとして名乗りをあげて、金銭面でチームをバ

ックアップしてくれることになった。こうして、約１年半以上の年月を掛けて、ようやくアント

ラーズは誕生し、プロサッカーリーグに参戦することになった。

５、鹿島アントラーズを支える地域の人たち

  Ｊリーグのサッカークラブを運営していく中で、一番必要なものといえば。やはり地域の協力
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ではないだろうか。特に試合運営で大事なのはスポーツボランティアの存在である。鹿島では実

にこのボランティアが充実しており、シーズン中であれば月に７、８回行われる鹿島サッカース

タジアムでのホームゲームでは、会社員、主婦、公務員、学生等のスポーツボランティアが活躍

している。チームの私設応援団も現在は約７０００人の団員を抱えるまでになっている。リーグ

全体が衰退している現在においてもアントラーズだけは、平均入場者数も開幕当初の約１万５千

人から約１万人へと減っただけで、固定の客は確保している。地域がクラブに貢献しているだけ

でなく、もちろんクラブが地域に貢献していることもたくさんある。サッカーの試合を見に行こ

うと訪れた他の地域の人々をターゲットにした土産物やアントラーズグッズを売っている店は、

まずまずの盛況ぶりを見せ、鹿島神宮への参拝客もリーグ開幕以前と比べて約１５％以上増加し

ている。初年度の爆発的な人気を単なるブームに終わらせることなく、地域の中にどう定着させ、

どのように運営し、どのような経済効果をこれから得ていくかは、地域の住民、企業、地方自治

体のそれぞれの努力次第である。

６、ワールドカップによるサッカー人気の回復

  ワールドユースベスト８進出、アトランタオリンピック出場、悲願のワールドカップ出場など

とにかく現在の日本サッカー界には明るいニュースが非常に多い。Ｊリーグの試合は中継される

ことすらないというのに、ワールドカップ予選の日本対イラク戦では、夜中の中継だったにもか

かわらず、平均視聴率４５．６％、瞬間最高視聴率は５５．１％とスポーツ中継の歴代の高視聴

率記録をことごとく塗り替えた。Ｊリーグが開幕してから５年目ということもあり、プレーの質

も上がりおもしろい試合も増えてきたが、客がそれにまだついてきてくれない状況が続いている。

入場者数もやはりあまり増えてこない。開幕当初は野球人気を上回ったサッカー人気も今では野

球に大きく水をあけられている。しかし、今年はワールドカップフランス９８の開催年でしかも

日本代表も出場を決めている。ワールドカップの試合は日本が勝ち進む進まないに限らず、全試

合放送するので、日本の人々は是非、世界のレベルのサッカーを観戦し、見る目を養ってほしい。

最近レベルがあがってきたＪリーグはもっと多くの人々に観戦されるべきである。Ｊリーグの初

年度にもちょうどワールドカップアメリカ大会の予選があって日本は惜しくも出場を逃したとい

う苦い経験がある。その出場を逃したときから日本のサッカーは盛り上がりをなくし衰退してい

ったといわれている。だが、日本は今回のフランスワールドカップでは、本戦出場権を獲得した。

これを機に日本サッカーは再び初年度のような人気を取り戻してほしいものだ。
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７、地方自治体のワールドカップ招致活動

  地方自治体では、地域をあげてプロリーグ参加に取り組んだり、２００２年のワールドカップ

開催候補地として競技場整備に乗り出す動きがある。開催候補地は、茨城県の鹿島町など全国で

１５県市が立候補している。これらの中には、ワールドカップの開催決定を待たずして、サッカ

ー場の新増設に着手していたところもある。スタジアムの建設は巨額の投資である。現在建設町

の横浜総合競技場を例に取ってみると、１９９８年に予定されている第５３回国体のメイン会場

となるほかに、ワールドカップサッカーが開催されれば開幕戦や決勝戦が行われるメイン会場に

しようともくろまれているだけあって、施設の規模は面積５ｈａ、収容人員７万人、総事業費６

００億円といずれも国内最大である。1茨城県鹿島町にあるカシマサッカースタジアムでも現在

の収容人員１５０００人から４万人を収容するスタジアムに増設しようという計画を実施してい

る。大阪市でも５万人を収容する長居スタジアムがワールドカップを招致するために建設された。

ワールドカップの自国開催が決まっても、試合が行われる会場は１２都市と決まっている。自分

の都市が試合会場に選ばれるということが、決定していないにも関わらず、各都市は、スタジア

ムを新増設したり、施設を充実させたりして日本サッカー協会にアピールしていかなければ開催

地に選ばれる可能性も低くなってしまう。そんな難しい状況での各都市の地方自治体の努力も実

り、ついに日本で２００２年のワールドカップが開催されることが決定した。

８、ワールドカップの経済効果

  ワールドカップは世界最大のスポーツイベントでオリンピックよりも多くの人々が観戦し、大

きな経済効果を上げてきた。具体的な数字で表すと、１９９０年に行われたイタリアワールドカ

ップでは観客動員数は２５１万人（１試合平均４８４１１人）を記録し、延視聴者数は２６０億

人（決勝１１億人）に達したと推測されている。さらに１９９４年にアメリカで行われたワール

ドカップでは、観客動員数３５６万人（１試合平均６８６０４人）を記録し、延視聴者数は３１

２億人（決勝２０億人）に達したと推測されている。実に世界人口の５分の２の人々が決勝戦を

観戦したということになる。アメリカワールドカップの運営予算は３５０億円、利益は４０億円

～５０億円程度と報告され、また全米および地域への予測経済波及効果は４０００億円と推定さ

                            

1 大西 隆「スポーツと地域活性化」『都市問題』第８５巻第１２号 １９９４年 ２６Ｐ
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れている。2しかもワールドカップで活躍した選手が次々とイタリアやスペインなどの名門クラ

ブと何十億円もの金額で契約を交わしたりもするので、ワールドカップによって動く金額は計り

知れないといわれている。日本はめでたくも２００２年のワールドカップ開催地に選ばれたわけ

なので、国を挙げてこのビッグイベントの用意をしていく必要がある。スタジアムへの交通網の

整備はある程度は進んでいるが、スタジアム周辺の施設をもっと完備してほしい。世界各地から

何百万人もの人々が訪れるわけだから、レストラン、宿泊施設も現在の量ではとうていやってい

けない。競技場においても、ワールドカップが行われるスタジアムはスポーツ振興の広いすそ野

の頂点に立つ施設なので、一般の人々に、スポーツのビッグイベントを見る楽しさを満喫させて

くれるものであってほしい。このように見てみるとワールドカップは日本に今までなかったほど

の大きな経済効果を上げると確信できる。

９、スポーツと地域振興

  ワールドカップに関わらず、オリンピックにせよ、アジア大会にせよ、国体にせよ、大規模な

スポーツイベントは開催地の交通整備や、ホテルなどの都市機能の拡充を促してきた。スポーツ

イベントと地域との関係には、イベントそのものが与える影響と、関連施設整備事業としてのそ

れという２つの地域振興効果がある。詳しく整理すると、まず第一に、直接効果としてスポーツ

イベントの開催によって地域が有名になり、注目されるようになるという宣伝効果が上げられる。

第二に、間接効果として、競技場や道路、鉄道など関連施設の整備のための公共、民間事業の実

施に伴う所得効果や産業振興効果がある。事業に雇用される人には所得機会が生ずるし、携わる

企業には業績拡大の機会が生じ、地域経済の活性化につながる。さらに、間接効果には、競技場

や関連施設をイベント終了後もさまざまに利用できる利用効果と呼ぶべきものが生じる。日本に

はヨーロッパの国々と比べて、経済的には豊かなのだが、公共のスポーツ施設が非常に少ないの

で、是非利用効果には期待したい。何かと不況といわれている現在の日本経済だが、もっとスポ

ーツと絡めて考えていけば少しはよくなっていくのではないだろうか。ワールドカップのように

日本全体とまでは行かないが、せめて各地域レベルで地方自治体を中心にスポーツをもっと広め

ていってほしいと思う。

                            

2 糀 正勝『ドイツサッカー伝説』七賢出版株式会社 １９９５年 １８４～１８５Ｐ
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